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恵那市の情報を分かりやすくお伝えします！

今月の
ベストショット
水に浮いて助けを待つ練習
　明智小学校で、着衣水泳の授業があ

りました。これは、海や川などに服を

着たまま誤って落ちたときなどに、ど

のように対応すればよいかを学ぶ授業

です。児童たちは、水の中で口と鼻だ

け水から出して、空のペットボトルを

抱きかかえて浮き、助けを待つ方法を

練習。指導員にこつを習いながら、す

ぐに浮けるようになりました。
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『突然襲ってくる土砂災害』



し
い
ほ
ど
、
崩
れ
る
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
の

が
特
徴
で
す
。

●
土
石
流
　
山
の
斜
面
か
ら
崩
れ
た
石
や

土
砂
、
谷
底
に
た
ま
っ
て
い
た
砂
利
や
石

な
ど
が
、
大
雨
な
ど
の
水
と
一
緒
に
一
気

に
下
流
へ
押
し
流
さ
れ
る
現
象
。
流
れ
の

急
な
川
や
沢
が
あ
る
場
所
で
起
こ
る
こ
と

が
多
く
、す
ご
い
勢
い
で
押
し
寄
せ
ま
す
。

●
地
滑
り
　
雨
や
雪
解
け
水
が
、
地
下
の

粘
土
な
ど
の
滑
り
や
す
く
水
を
通
し
に
く

い
地
層
の
上
に
染
み
込
み
、
斜
面
下
方
へ

動
く
現
象
。
斜
面
は
土
の
塊
の
状
態
を
維

持
し
、
家
や
畑
な
ど
を
載
せ
た
ま
ま
動
き

ま
す
。
比
較
的
傾
斜
が
緩
い
斜
面
で
、
広

い
範
囲
に
わ
た
り
起
こ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
土
砂
災
害
が
起
き
る
前
に
は
、
前
兆
現

象
と
呼
ば
れ
る
前
触
れ
が
見
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
３
㌻
の
図
は
、
崖
崩
れ
や

土
石
流
、
地
滑
り
と
、
そ
の
前
兆
現
象
の

一
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

土
石
流
が
被
害
を
大
き
く
す
る

　
７
月
９
日
の
台
風
８
号
に
よ
る
影
響
で

は
、
本
市
か
ら
３０
㌔
ほ
ど
し
か
離
れ
て
い

な
い
長
野
県
木
曽
郡
南
木
曽
町
の
木
曽
川

支
流
で
大
規
模
な
土
石
流
が
発
生
。
民
家

が
流
さ
れ
て
人
的
被
害
も
出
る
な
ど
の
大

惨
事
と
な
り
ま
し
た
。
雨
量
は
１
時
間
に

９７
㍉
を
観
測
し
た
と
い
い
、
猛
烈
な
雨
が

短
時
間
で
降
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
台

風
自
体
が
来
る
２
日
前
、
局
地
的
に
降
っ

た
豪
雨
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
住
民
の
心

構
え
が
整
っ
て
い
な
い
時
の
惨
事
で
し

た
。

　
当
市
で
は
、
平
成
１２
年
９
月
、
上
矢
作

町
を
中
心
に
被
害
が
あ
っ
た
恵
南
豪
雨
災

害
で
、
崖
崩
れ
や
土
石
流
に
よ
っ
て
流
出

し
た
土
砂
が
多
大
な
る
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
河
川
が
氾
濫
し
、
多
く
の
橋
が

流
さ
れ
、上
矢
作
町
全
域
で
道
路
が
寸
断
。

民
家
の
全
壊
や
浸
水
、農
地
の
冠
水
な
ど
、

か
つ
て
な
い
大
災
害
で
し
た
。
こ
の
時
の

雨
量
は
、
１
時
間
に
６６
㍉
を
記
録
。
降
り

始
め
か
ら
の
総
雨
量
は
、
４
２
３
・
５
㍉

に
も
な
り
、
昭
和
３４
年
の
伊
勢
湾
台
風
の

総
雨
量
を
は
る
か
に
上
回
る
ほ
ど
の
異
常

な
降
り
方
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
雨
に
よ
る
土
石
流
な

ど
は
、
生
命
や
生
活
に
大
き
く
影
響
を
及

ぼ
す
被
害
を
与
え
る
恐
ろ
し
い
災
害
を
も

た
ら
し
ま
す
。

気
候
変
動
で
豪
雨
回
数
が
増
加

　
最
近
は
、
気
候
変
動
に
よ
り
、
２０
年
以

上
前
と
比
べ
る
と
、
豪
雨
の
回
数
が
増
え

て
い
ま
す
。
ま
た
局
地
的
な
豪
雨
に
よ
る

被
害
も
増
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
気
温
上

昇
や
海
水
面
上
昇
な
ど
で
豪
雨
の
回
数
が

増
え
れ
ば
、
さ
ら
に
災
害
が
起
き
る
可
能

性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
、
住
ま
い
の
状
態
や
地
域
の

地
形
な
ど
を
把
握
し
、
大
雨
の
際
の
危
険

を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
で

は
、
非
常
時
に
は
で
き
る
限
り
の
情
報
を

提
供
し
ま
す
が
、
自
身
で
も
危
険
を
察
知

し
た
ら
、
避
難
を
す
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
て
行
動
し
、
身
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

崖崩れ土石流地滑り
雨や雪解け水、地震などの
影響で急激に斜面が崩れ落
ちる現象

山や川の石、土砂が大雨な
どで水と一緒になって激し
く下流に流れる現象

雨や雪解け水が地下に染み
込み、断続的に斜面が滑り
出す現象

【前触れ】

❶崖から小石がパラパラ落ちて
くる。
❷樹木が揺れたり傾いたりす
る。
❸斜面から水が湧き出る。
❹斜面にひび割れができる。

❶川や沢の中でゴロゴロ音がし
たり、火花が見えたりする。
❷川や沢の水が濁り、山の木が
流れてくる。
❸山鳴りや地鳴りがしたり、異
常な臭いがしたりする。
❹川や沢の水が急に減る（上流
が土砂でせき止められる）。

❶池の水が濁ったり減ったりす
る。
❷山の樹木がざわざわと騒ぐ。
木の裂ける音や木の根が切れる
音がする。
❸山鳴りや地鳴りがする。
❹湧き水が増える。
❺地面にひび割れができる。

【前触れ】【前触れ】

山
が
水
を
含
む
と
土
砂
災
害
も

　
山
に
囲
ま
れ
、斜
面
が
多
い
本
市
で
は
、

一
度
大
雨
が
降
る
と
、河
川
に
水
が
流
れ
、

水
位
が
一
気
に
上
が
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
山
が
水
を
含
む
と
、
土
砂
災
害

に
も
警
戒
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
土
砂

災
害
に
は
、
斜
面
が
崩
れ
る
「
崖
崩
れ
」、

山
な
ど
が
崩
壊
し
た
と
き
に
土
や
石
が
水

と
一
緒
に
流
れ
る
「
土
石
流
」、
地
下
水

な
ど
が
原
因
で
滑
る
「
地
滑
り
」
が
あ
り

ま
す
。

●
崖
崩
れ
　
急
傾
斜
地
（
傾
斜
角
度
３０
度

以
上
で
高
さ
５
㍍
以
上
）
で
、
大
雨
や
雪

解
け
水
な
ど
が
地
面
に
染
み
込
み
、
緩
ん

だ
崖
が
分
解
し
な
が
ら
突
然
崩
れ
落
ち
る

現
象
。
崩
れ
た
土
砂
は
、
斜
面
の
高
さ
の

３
倍
の
距
離
ま
で
届
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
崩
れ
て
か
ら
で
は
逃
げ
る
こ
と
が
難

災害特集

急
傾
斜
地
や
川
沿
い
は
要
注
意

　
長
雨
や
局
地
的
豪
雨
で
は
、
河
川
や
側
溝
な
ど
の
増
水
に
注
意
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
急
傾
斜
地
や
川
沿
い
で
は
、
土
砂
に
よ
る
災
害
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
土

砂
に
よ
る
災
害
は
、
突
然
襲
っ
て
き
て
、
甚
大
な
被
害
を
与
え
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
住
ま
い
の

状
態
や
地
域
の
地
形
な
ど
を
把
握
し
、
大
雨
の
と
き
の
危
険
を
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
こ
で
は
、
土
砂
災
害
や
避
難
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ

　
防
災
情
報
課
志
２
６
―
２
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平均21回平均14回

２０年以上前 
 より7回増

▲山が崩れ川に流れ込んだ恵南豪雨災害

▲ 7 月の南木曽町の災害で土石流が発生した爪痕

1 時間に８０㍉以上の雨量回数（年間・全国値）
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す
く
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
裏
面
は
、
土

砂
災
害
の
種
類
や
危
険
度
の
紹
介
、
避
難

方
法
、
非
常
持
ち
出
し
品
の
チ
ェ
ッ
ク
表

な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
井
町
と
長
島
町
、
東
野
、
三
郷
町
、

武
並
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
本
年
度
に

作
製
す
る
予
定
で
す
。

●
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
　
阿
木
川
と
小

里
川
を
中
心
と
し
、
支
流
を
含
め
、
洪
水

が
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
地
域
を
地
図
に

掲
載
。
早
期
に
浸
水
し
そ
う
な
場
所
や
川

の
流
れ
が
速
い
場
所
な
ど
も
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
サ
イ
レ
ン
の
鳴
り
方
や

雨
の
降
り
方
の
目
安
、
河
川
水
位
と
避
難

の
関
係
な
ど
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
ぎ
ふ
山
と
川
の
危
険
箇
所
マ
ッ
プ
　
県

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
山
や
川
の
危
険
箇

所
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
対
象
の
地
区
を

郵
便
番
号
で
検
索
し
、
表
示
さ
れ
た
地
図

を
拡
大
し
て
、
よ
り
詳
し
く
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

地
形
や
近
く
の
危
険
を
把
握

　
家
の
周
り
や
通
学
路
、
生
活
す
る
地
域

で
は
、
危
険
な
箇
所
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

普
段
は
穏
や
か
に
流
れ
る
川
や
側
溝
の
水

で
も
、
大
雨
が
降
っ
た
と
き
に
は
、
一
気

に
急
変
し
、
流
れ
が
速
く
な
っ
た
り
、
道

に
あ
ふ
れ
出
し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
急
傾

斜
地
や
崖
が
あ
る
地
域
で
は
、
土
砂
災
害

の
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　
普
段
か
ら
、
雨
が
降
っ
た
と
き
の
水
の

流
れ
や
、
水
が
た
ま
る
場
所
な
ど
を
把
握

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

役
立
つ
防
災
情
報
を
参
考
に

　

市
で
は
、
災
害
を
想
定
し
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
の
被
害
を

予
測
し
て
、
被
害
範
囲
を
地
図
に
し
た
も

の
）
を
作
っ
て
い
ま
す
。
地
域
ご
と
に
地

図
が
分
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
対
象
の
地

区
の
も
の
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
防
災
情
報
課
や
各
振
興
事
務
所
に
あ

り
ま
す
。
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://

w
w
w
.city.ena.lg.jp/

）
か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
。

●
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
防
災
マ
ッ
プ
　
地

震
災
害
や
風
水
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の

情
報
を
掲
載
。
表
面
に
は
、
土
石
流
災

害
が
起
き
や
す
い
地
形
や
家
屋
の
防
災

チ
ェ
ッ
ク
、
避
難
、
非
常
持
ち
出
し
品
と

備
蓄
品
、
地
震
対
策
な
ど
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
裏
面
は
防
災
マ
ッ
プ
で
、
避
難

所
の
他
、
土
石
流
危
険
区
域
や
地
滑
り
危

険
箇
所
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
な
ど
が
地
図
に
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
　
地
域
ご

と
に
航
空
写
真
と
地
図
で
、
土
砂
災
害
の

恐
れ
が
あ
る
場
所
を
掲
載
。
土
砂
災
害
の

特
別
警
戒
区
域
や
警
戒
区
域
、
地
滑
り
危

険
箇
所
な
ど
が
、
色
を
使
っ
て
分
か
り
や

防災
訓練

とき：８月３１日㈰ 午前８時

　防災行政無線と各家庭の音声告知器で、

地震発生のサイレンを鳴らしてお知らせ

します。

●食料（乾パン、飲料水、缶詰と缶切り、紙皿など）
●携帯ラジオ、懐中電灯、予備の電池
●医薬品（ばんそうこう、傷薬、包帯、胃腸薬、鎮痛剤など）
●免許証、健康保険証、各種権利証書など
●現金（硬貨も用意）、預金通帳など
●衣類、生活日用品（衣服、タオル、洗面用具、下着、
紙おむつなど）
●雨具、軍手、ヘルメット、防災頭巾、マッチなど

※非常持ち出し品は、各家庭や個人によって必要な物が違
います。避難の妨げにならない程度にまとめ、持ち出しの
優先順位を決めるなどして準備をしておいてください

避
難
時
の
心
得

　
避
難
す
る
と
き
の

荷
物
は
、
必
要
最
低

限
と
し
、
事
前
に
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

主
な
非
常
持
ち
出
し

品
は
、
４
㌻
の
表
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ

で
、
最
新
の
気
象
や
災

害
、
避
難
の
情
報
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
雨

の
降
り
方
や
浸
水
の
状

況
に
注
意
し
、
危
険
を

感
じ
た
ら
自
主
的
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。　

避
難
す
る
際
は
、
電

気
や
ガ
ス
な
ど
の
火
元

を
消
し
、
避
難
所
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
親

戚
や
知
人
な
ど
に
も
避

難
す
る
旨
を
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
戸
締
ま
り

も
忘
れ
ず
に
。

　
避
難
す
る
と
き

は
、
な
る
べ
く
動

き
や
す
い
格
好

で
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

や
帽
子
な
ど
を
か

ぶ
り
、
２
人
以
上

で
の
避
難
を
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

　
お
年
寄
り
や
子

ど
も
、
病
気
の
人

な
ど
は
、
早
め
の

避
難
が
必
要
で

す
。
近
所
の
お
年

寄
り
な
ど
の
避
難

に
も
協
力
し
て
く

だ
さ
い
。

　
で
き
る
だ
け
高
い

道
路
を
選
び
、
浸
水

場
所
が
あ
っ
た
と
き

は
、
溝
や
水
路
に
注

意
し
て
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。
崖
地
で
は

土
砂
災
害
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

非
常
持
ち
出
し
品
を
事
前
に
準
備

正
確
な
情
報
収
集
と
自
主
避
難
を

避
難
す
る
前
に
火
元
な
ど
を
確
認

帽
子
を
着
用
し
動
き
や
す
い
格
好

お
年
寄
り
な
ど
の
避
難
に
協
力
を

高
い
道
路
を
選
び
溝
な
ど
に
注
意

ところ：市内各地域

市自治連合会
会長 神

か み

尾
お

寛
ひ ろ

和
か ず

さん
（中野方町）

災害で慌てないため
にも訓練を
　東日本大震災や平成23
年の中野方町での局地的
豪雨が起こった直後に
は、危機感がありました
が、最近はみんなの意識
が薄れている気がします。
　ことしは、地域で必要
な訓練を行うことになっ

テーマ：「地域の力が命を守る」

▲

各
地
区
で
訓
練
な
ど
を
実
施

災
害
へ
の
備
え
は

で
き
て
い
ま
す
か

あ
な
た
の
家
で
は
、
災
害
へ
の
備
え
が
で
き
て
い
ま
す
か
。
災

害
は
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
り
、
生
活
が
一
変
し
た
り
す
る

恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。
家
庭
で
も
、「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
に

備
え
る
よ
う
、
避
難
の
準
備
な
ど
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

▲防災マニュアルと防災マップ（下・左
上）、土砂災害ハザードマップ（右上）

ています。まず初めに避難する一時避難の場
所をどこにするかなど、自分たちが助かる方
法を全員が考えてほしいです。いざというと
きに慌てないためにも参加してください。

主な非常持ち出し品

※非常持ち出し品は、ホームセンターやショッピングセン
ターなどで買うことができます

災害特集
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例
」
を
第
２
回
定
例
市
議
会
（
６
月
）
に

提
案
。
６
月
27
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま

す
。

生
涯
に
わ
た
っ
て
歯
科
疾
患
を
予
防

　
市
で
は
現
在
、
次
の
よ
う
な
歯
科
保
健

事
業
を
恵
那
歯
科
医
師
会
の
協
力
を
得
な

が
ら
行
い
、
市
民
の
歯
と
口
腔
の
健
康
づ

く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

●
妊
娠
期
か
ら
乳
児
期

・
妊
婦
教
室
１
課
（
歯
科
健
診
と
指
導
）

・
７
カ
月
児
教
室
（
歯
科
指
導
）

・
１
歳
児
教
室
（
歯
科
指
導
）

・
１
歳
６
カ
月
児
健
診
（
歯
科
健
診
と
指

導
）

・
２
歳
児
教
室
（
歯
科
健
診
と
指
導
）

・
３
歳
児
健
診
（
歯
科
健
診
と
指
導
）

・
歯
み
が
き
教
室
（
歯
科
指
導
）

・
保
育
園
や
幼
稚
園
の
巡
回
歯
科
指
導

●
成
人
期
　

・
成
人
歯
科
健
診
（
う
蝕
と
歯
周
病
予
防
）

●
高
齢
期

・
８０
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
２０
本
以

上
保
つ
こ
と
を
目
標
と
す
る
８
０
２
０
運

動●
そ
の
他

・
市
口
腔
保
健
協
議
会
（
恵
那
歯
科
医
師

会
と
の
協
力
）

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
歯
科
巡
回
指
導
（
恵
那

歯
科
医
師
会
へ
の
委
託
）

・
健
康
福
祉
祭
で
の
歯
科
コ
ー
ナ
ー
の
設

置　
市
で
は
今
後
、
市
民
と
関
係
機
関
、
行

政
が
協
力
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
歯
科
保

健
事
業
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

は健康の源歯
「市民の歯と口腔の健康づくり
推進条例」を制定

【第 1条（目的）】

　この条例は、歯科保健に関する施策を総合的
で計画的に、また市民や医療関係者、行政など
が協力し合って進めることにより、市民が生涯
にわたって健康に生活できることを目的として
います。
【第 2条（基本理念）】

　歯と口腔の健康づくりのために、市民一人一
人が自主的に取り組んでいけるような施策を立
てていきます。また必要な歯科保健サービスを
等しく受けられるような環境を整えていきま
す。
【第３～７条】

　市の責務と、市民や歯科医療従事者、教育関

係者、事業者の役割を定めています。
【第 8条（基本的施策の実施）】

　・妊娠期、子育て期の母子の歯科保健
　・幼児期、学齢期の虫歯、歯肉炎予防対策
　・成人期の歯周病予防対策
　・障がい者、要介護者などの口腔の健康づくり
　・８０２０運動の推進
　・その他（調査、研究、人材育成など）
【第９条（基本計画）】

　総合的に歯科口腔保健を進めるための計画の
策定などについて定めています。
【第１０条（財政上の措置）】

　本条例に関する施策を行うための財政につい
て定めています。

市民の歯と口腔の健康づくり推進条例の概要

歯
の
寿
命
を
延
ば
し
て
健
康
を
維
持

　
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、
肥
満

や
生
活
習
慣
病
に
な
ら
な
い
こ
と
が
大
事

な
こ
と
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
ら
を
予
防
す

る
に
は
、
い
ろ
ん
な
食
べ
物
を
バ
ラ
ン
ス

良
く
食
べ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
自
分
の

歯
で
何
で
も
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と

は
、
食
生
活
を
豊
か
に
す
る
と
同
時
に
、

健
康
の
維
持
や
増
進
、
病
気
の
予
防
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
加
齢
と
と
も
に
増
え
る
歯
周
病

は
、
単
な
る
口
の
病
気
で
は
な
く
、
糖
尿

病
や
心
臓
病
、
肺
炎
、
骨
そ
し
ょ
う
症
な

ど
へ
の
影
響
を
与
え
る
病
気
だ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
歯
周
病
を
正
し
く
予
防
し
治
療

す
れ
ば
、
長
く
自
分
の
歯
を
保
つ
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
　

条
例
で
歯
の
健
康
へ
の
連
携
を
強
化

　
国
で
は
、
平
成
23
年
に
「
歯
科
口
腔
保

健
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
を
施
行
。
国

民
保
健
の
向
上
の
た
め
、
歯
科
疾
患
の
予

防
な
ど
に
よ
る
口
腔
の
健
康
の
保
持
を
進

め
る
方
針
が
具
体
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
こ
れ
を
受
け
、
ま
た
恵
那
歯
科

医
師
会
か
ら
提
言
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、「
歯
と
口こ

う
く
う腔

の
健
康
づ
く
り
推
進
条

　市では、このほど「歯と口
こうくう

腔

の健康づくり推進条例」を制定

しました。これは、市内の赤ちゃ

んからお年寄りまでの全ての方

が、良い歯でおいしく食事がで

きることを目指す条例です。

　歯と口の健康を守ることは、

全身の健康づくりにもつながり

ます。ここでは、新しい条例を

紹介し、歯と健康について考え

ます。

□問い合わせ　健康推進課志

２６-２１１１（内線２２０）

▲健康福祉祭での歯みがき指導

　恵那歯科医師会では、これまで成人歯科健診やデ

イサービス歯科健診、在宅訪問歯科診療、休日救急

歯科診療、学校歯科保健、幼児期の歯科健診など、

多くの機会で市民の歯科保健に関わってきました。

特に、学校での歯科保健活動には早くから取り組ん

でおり、全日本良い歯の学校表彰などで中野方小学

校と上矢作小学校が全国 1位を受賞するなどの成

果も見え、貢献できていると思っています。

　「歯と口腔の健康づくり推進条例」は、妊娠期か

ら乳幼児期、お年寄りに至るまでの歯と口腔の健康

に関して、系統的に位置付ける必要があると考え、

市に制定を提案しました。また、どこの地域でも同

じように歯科健診が受けられることが大切であるこ

とも進言しました。このたび、条例が制定されたこ

とは、大変ありがたいことだと思っています。

　この地区は、高齢化が進んでいることもあります

が、口腔がんになる人が多くなっています。がんは

早期発見が大切。歯科医師会では、歯科健診に併せ

て、口腔がんを発見する取り組みの準備を行ってい

るところです。

　子どもは、学校などで歯科健診の機会があります

が、大人は意識的に出掛けるようにする必要があり

ます。成人歯科健診や健康福祉祭での歯科健診を利

用するなどして、最低でも１年に１度は受診しても

らいたいと思います。歯周病や虫歯は、治療よりも

まず予防。悪い所は早く見つけることが、長く健康

でいられる一つの大切なポイントです。

年に１度は意識的
に歯科健診を

恵那歯科医師会

会長　林
はやし

　正
まさ

規
き

 さん

一般社団法人

▲大人も子どもも歯科健診などで良い歯を保つことが大切
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　
９
月
５
日
㈮
か
ら
７
日
㈰
ま

で
、
市
市
民
会
館
で
行
う
恵
那
発

明
く
ふ
う
展
に
出
展
す
る
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

　
普
段
の
生
活
の
中
で
思
い
付
い

た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
や
発
明

を
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
部
門
　
一
般
の
部
、
児
童
生
徒

の
部
、
児
童
生
徒
の
絵
画
の
部
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
部

□
申
し
込
み
方
法
　
▽
一
般
の
部

＝
商
工
観
光
課
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
し
込
む
　
▽
児
童
生
徒
＝
学
校

を
通
じ
て
申
し
込
む

□
締
め
切
り
　
８
月
２９
日
㈮

　
　
　
　
商
工
観
光
課
（
内
線
５

２
３
）

　
県
発
明
協
会
で
は
、
会
員
を
募

　
９
月
５
日
㈮
か
ら
７
日
㈰
に
開

催
す
る
木
工
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
展

す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

□
対
象
　
市
内
に
在
住
か
在
学
、

在
勤
の
方

□
部
門
　
▽
木
工
作
品
（
小
学
生

の
部
、
中
学
生
の
部
、
一
般
の
部
）

＝
作
品
は
一
辺
が
１
８
０
㌢
以
内

▽
木
材
利
用
ア
イ
デ
ア
部
門
＝
木

材
の
新
た
な
利
用
方
法
を
、
８
０

０
字
程
度
の
文
章
や
、
最
大
Ａ
３

判
ま
で
の
絵
で
表
現

□
賞
　
各
部
門
に
賞
を
用
意

□
申
し
込
み
方
法
　
❶
作
品
名
❷

住
所
❸
氏
名
❹
年
齢
❺
電
話
番
号

―
を
記
入
の
上
、
応
募
用
紙
か
電

子
メ
ー
ル
、
は
が
き
で
申
し
込
む

※
応
募
用
紙
は
農
林
課
や
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.cit
y.ena.lg.jp/

）
で
入
手
で
き
ま

す□
締
め
切
り
　
８
月
２９
日
㈮

　
　
　
　農
林
課（
内
線
５
２
７
）、

死ringyoushinkou@
city.

ena.lg.jp

　

　
ぎ
ふ
東
濃
ア
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム

２
０
１
４
絵
て
が
み
コ
ン
テ
ス
ト

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

□
部
門
　
子
ど
も
の
部
（
中
学
生

以
下
）、一
般
の
部（
高
校
生
以
上
）

□
テ
ー
マ
　
▽
子
ど
も
の
部
＝
リ

ニ
ア
が
や
っ
て
く
る
東
濃
　
▽
一

般
の
部
＝
東
濃
で
の
出
会
い

□
規
格
　
は
が
き
サ
イ
ズ
の
用
紙

を
使
用

□
申
し
込
み
方
法
　
作
品
の
裏
面

に
❶
住
所
❷
氏
名
❸
年
齢（
学
年
）

❹
職
業
（
学
校
名
）
❺
電
話
番
号

―
を
記
入
し
、
郵
送
か
持
参
す
る

□
締
め
切
り
　
１０
月
３１
日
㈮

□
そ
の
他
　
用
紙
の
材
質
や
絵
の

具
、
ク
レ
ヨ
ン
、
版
画
な
ど
の
描

画
材
料
は
自
由
で
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
〒
５
０
７
―
８
７
０
８

多
治
見
市
上
野
町
５
―
６
８
―
１

県
東
濃
振
興
局
振
興
課
（
東
濃
西

部
総
合
庁
舎
内
）
志
０
５
７
２
―

２
３
―
１
１
１
１（
内
線
２
０
７
）

□
職
種
　
❶
歯
科
衛
生
士
❷
受
付

事
務
員

□
資
格
　
❶
歯
科
衛
生
士
資
格
　

❶
❷
普
通
自
動
車
免
許

□
定
員
　
１
人

□
勤
務
先
　
市
内
の
公
立
歯
科
診

療
所

□
勤
務
条
件
　
▽
勤
務
時
間
＝
週

５
日
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
　

▽
賃
金
＝
❶
７
２
０
０
円
／
日
、

❷
６
０
０
０
円
／
日
　
▽
そ
の
他

＝
❶
❷
と
も
雇
用
保
険
加
入
、
通

勤
距
離
に
よ
り
通
勤
手
当
を
支
給

□
採
用
予
定
日
　
８
月
２５
日
㈪

□
申
し
込
み
方
法
　
履
歴
書
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
添
え
、

持
参
す
る

□
締
め
切
り
　
８
月
１１
日
㈪

□
採
用
試
験
　
８
月
１５
日
㈮
に
面

接
を
実
施

　
　
　
　
病
院
管
理
課
志
４
３
―

１
２
６
５

　
美
し
い
山
と
川
に
恵
ま
れ
た
の

ど
か
な
場
所
に
あ
る
上
矢
作
病
院

で
働
く
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
職
種
・
定
員
　
▽
訪
問
看
護
師

＝
１
人
　
▽
一
般
・
療
養
看
護
師

＝
２
人

□
そ
の
他
　
勤
務
条
件
な
ど
の
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
上
矢
作
病
院
総
務
課
志

４
７
―
２
２
１
１
　

　
県
保
育
研
究
協
議
会
で
は
、
保

育
士
資
格
を
持
ち
な
が
ら
保
育
所

な
ど
に
就
労
し
て
い
な
い
方
を
対

象
に
、
最
新
の
保
育
事
情
や
専
門

知
識
の
習
得
、
現
場
で
の
保
育
実

践
な
ど
を
行
う
就
職
チ
ャ
レ
ン
ジ

研
修
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

□
と
き
　
９
月
１１
日
㈭
９
時
半
～

正
午

□
と
こ
ろ
　
山
岡
保
育
園

□
定
員
　
２０
人
程
度

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
方
法
　
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
か
フ
ァ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

※
申
込
書
は
県
保
育
研
究
協
議
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.w
inc.or.jp/hokyo/

）で
入

手
で
き
ま
す

　
　
　
　
〒
５
０
０
―
８
３
８
５

岐
阜
市
下
奈
良
２
―
１
―
１
県
保

育
研
究
協
議
会
志
０
５
８
―
２
７

３
―
１
１
１
１
（
内
線
２
５
１
７

）、思
０
５
８
―
２
７
５
―
４
８
８

８
、
死hoiku@

w
inc.or.jp

□
職
種
　
一
般
行
政
職

□
定
員
　
若
干
名

□
資
格
　
大
学
（
こ
れ
と
同
等
以

上
の
学
歴
を
含
む
）卒
業
程
度（
見

込
み
を
含
む
）
で
、
昭
和
６０
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
日
本
国

籍
を
有
す
る
方

□
１
次
試
験
　
▽
と
き
＝
９
月
２１

日
㈰
　
▽
と
こ
ろ
＝
瑞
浪
市
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー

□
申
し
込
み
方
法
　
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
か
郵
送

で
申
し
込
む

※
申
込
書
は
、
東
濃
農
業
共
済
事

務
組
合
の
窓
口
か
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://nosai-tono.jp/

）
で

入
手
で
き
ま
す
。
郵
送
で
の
請
求

を
希
望
す
る
場
合
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

□
締
め
切
り
　
８
月
２０
日
㈬
必
着

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
２
０
１

大
井
町
１
０
０
８
―
１
東
濃
農
業

共
済
事
務
組
合
志
２
５
―
８
８
０

５

中山道の宿場、守山宿でなぜ
か達磨大師が盛りそばに舌
鼓を打っています。この作品
に込められた「遊び心」を読
み解いてみましょう。

８月３日㈰は、市民の日（市民に限り観覧料が無料）。当日、
受付係に「恵那市民です」と伝えてください。
　　

中山道広重美術館志２０-０５２２問

歌川国芳
（田中コレクション）

《木曽街道六十九次之内》
「守山　達磨大師」

夏休み企画展

「浮世絵ってなんだ」

８/２４㈰まで

集
し
て
い
ま
す
。

　
発
明
に
興
味
の
あ
る
方
、
発
明

を
し
て
み
た
い
方
は
、
気
軽
に
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
　
商
工
観
光
課（
内
線
５
２
３
）

　　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
対
象

に
、
認
知
症
に
つ
い
て
さ
ら
に
理

解
を
深
め
る
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

　
安
八
郡
神
戸
町
在
住
で
認
知
症

の
妻
を
介
護
し
て
１５
年
に
な
る
里

村
良
一
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
経

験
談
や
思
い
を
聴
き
ま
す
。
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
自
分
た
ち

が
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
ま

せ
ん
か
。

　
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
８
月
２１
日
㈭
午
後
１
時

半
～
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
中
コ
ミ
セ
ン

□
対
象
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
受
講
し
た
こ
と
が
あ
る

方
、
こ
れ
か
ら
受
講
し
た
い
と
考

え
て
い
る
方

□
料
金
　
無
料

　
　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
内
線
１
２
７
）

日にち 時　間 会　場 電話番号

 ８月２１日㈭

   １９：００～
２０：３０

串原保育園 志５２-２５０８
 ８月２２日㈮ 東野幼稚園 志２５-２８３６
 ８月２５日㈪ 中野方保育園 志２３-２５１８
 ８月２６日㈫ 飯地保育園 志２２-３０２８
 ８月２７日㈬ 岩村保育園 志４３-２２０９
 ８月２８日㈭ 長島保育園 志２５-２７２０
 ８月２９日㈮ 城ヶ丘保育園 志２５-２５３９
　９月１日㈪ 山岡保育園 志５６-２２５５
 　９月２日㈫ 明智保育園 志５４-２０３０
　９月３日㈬ 武並保育園 志２８-２０３６
　９月４日㈭ 二葉幼稚園 志２５-２２６５
 ９月５日㈮ 上矢作保育園 志４８-３１１１
　９月８日㈪ やまびこ保育園 志２７-３２５０
　９月９日㈫ みさと保育園 志２６-３８０８
 ９月１０日㈬ 大井幼稚園 志２５-３２３１
 ９月１１日㈭ 岩村コミセン 志４３-３７２２
 ９月１２日㈮ 恵那文化センター 志２５-５１２１

　子どもの教育や保育、子育て
支援を総合的に進める新制度の
導入に向け、市では、「恵那市
こども園」制度の検討を行って
きました（本紙３月１日号で紹
介）。
　来年度から「恵那市こども園」
制度を導入するため、各地域で
制度内容についての説明会を開
催します。
　既にお子さんが通園している

方、これから入園する方、地域
の方、どなたでも参加できます。
参加したい会場にお越しくださ
い。
※託児が必要な方は、説明会の
日の１週間前までに、各会場の
園に相談ください。岩村コミセ
ンと恵那文化センターでは託児
はありません
　　幼児教育課志４３-２１１２（内
線３６２）

こども園制度の説明会を開催
上
矢
作
病
院
の
訪
問
看
護

師
な
ど

恵
那
発
明
く
ふ
う
展
に
出

展
す
る
作
品

東
濃
農
業
共
済
事
務
組
合

の
職
員

募
集

診
療
所
の
臨
時
職
員

保
育
士
就
職
チ
ャ
レ
ン
ジ

研
修
の
受
講
者

ぎ
ふ
東
濃
ア
ー
ト
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
絵
て
が
み
作
品

木
工
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
展

す
る
作
品

発
明
協
会
の
会
員

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
の
受
講
者

申
・
問

申
・
問

▲木を使ったアイデア作品

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問

申
・
問

申
・
問
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　
い
つ
ま
で
も
健
康
で
は
つ
ら
つ

と
し
た
人
生
を
送
れ
る
よ
う
、
介

護
予
防
の
た
め
の
健
康
シ
ニ
ア
応

援
塾
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
バ
ラ
ン

ス
運
動
、
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
柔

軟
、
口
腔
衛
生
、
栄
養
な
ど
の
要

素
を
取
り
入
れ
た
指
導
で
、
体
の

機
能
の
改
善
と
向
上
を
目
指
し
、

み
ん
な
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
ま
せ

ん
か
。

□
と
き
　
▽
Ａ
コ
ー
ス
＝
９
月
１

日
～
平
成
２７
年
３
月
３０
日
（
毎
回

月
曜
日
）
午
前
１０
時
４０
分
～
午
後

０
時
１０
分
（
全
２４
回
）
▽
Ｂ
コ
ー

ス
＝
９
月
３
日
～
１１
月
２６
日
（
毎

回
水
曜
日
）
午
前
１０
時
４０
分
～
午

後
０
時
１０
分
（
全
１２
回
）

□
と
こ
ろ
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ア

ク
ト
ス
恵
那
（
送
迎
は
あ
り
ま
せ

ん
）

□
対
象
　
市
内
在
住
で
、
介
護
保

険
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
概
ね

６５
歳
以
上
の
方

□
定
員
　
各
１０
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
保
険
料
と
し
て
１
０
０

０
円
が
必
要
で
す

□
受
付
期
間
　
８
月
５
日
㈫
～
2２

日
㈮

□
そ
の
他
　
本
人
の
申
し
込
み
の

み
受
け
付
け
ま
す
。

　
　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
内
線
１
２
９
）

　
介
護
職
員
と
し
て
就
職
を
目
指

す
方
の
た
め
の
研
修
の
受
講
者
を

募
集
し
ま
す
。

　
介
護
を
必
要
と
す
る
方
が
自
立

し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
専
門

知
識
や
基
本
技
術
を
習
得
し
ま

す
。

□
と
き
　
９
月
１７
日
㈬
～
１１
月
２１

日
㈮
ま
で
の
期
間
中
２３
日
間

□
と
こ
ろ
　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

□
対
象
　
５５
歳
以
上
で
就
職
を
希

望
す
る
方

□
定
員
　
１５
人

□
締
め
切
り
　
９
月
３
日
㈬

　
　
　
　
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
志
０
５
８
―
２
４
９

―
０
２
２
８

　
　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

志
２
５
―
７
７
８
８

　
市
で
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
開
業
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
、
未
来
の
情
報
技
術
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
将
来

の
ま
ち
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
９
月
３
日
㈬
午
後
７
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
テ
ー
マ
　
新
し
い
時
代
を
生
き

抜
く
～
リ
ニ
ア
時
代
の
過
ご
し
方

～□
講
師
　
玄げ

ん

場ば

公き
み

規の
り

氏
（
立
命
館

大
学
教
授
）

□
料
金
　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す

　
　
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
課
（
内

線
２
１
３
）

　
中
野
方
水
源
の
森
実
行
委
員
会

で
は
、
山
へ
の
関
心
が
増
し
て
き

た
今
、な
ぜ
森
づ
く
り
が
必
要
か
、

そ
し
て
森
林
の
機
能
や
役
割
と
そ

の
恩
恵
は
何
か
を
学
ぶ
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
の
山
を
自
分
た
ち
で

守
り
、
森
と
共
に
生
き
る
知
恵
と

技
術
を
身
に
付
け
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
８
月
２３
日
㈯
午
後
１
時

□
と
こ
ろ
　
中
野
方
コ
ミ
セ
ン

□
講
師
　
蔵く

ら

治じ

光こ
う

一い
ち

郎ろ
う

氏
（
東
京

大
学
大
学
院
准
教
授
）

□
料
金
　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
　

　
　
中
野
方
水
源
の
森
実
行
委
員

会
（
中
野
方
振
興
事
務
所
内
）
志

２
３
―
２
１
１
１
、
農
林
課
（
内

線
５
２
７
）　

　
毎
年
８
月
は
「
電
気
使
用
安
全

月
間
」
で
す
。

　
感
電
災
害
は
夏
季
に
集
中
し
て

発
生
し
ま
す
。
夏
は
汗
を
か
き
や

す
く
、
皮
膚
の
露
出
部
分
が
多
く

な
り
、
ま
た
疲
労
か
ら
注
意
力
が

散
漫
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
感
電
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、

不
良
電
気
設
備
を
な
く
し
た
り
、

漏
電
遮
断
器
を
取
り
付
け
た
り
し

て
電
気
を
正
し
く
安
全
に
使
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
　（
一
財
）
中
部
電
気
保
安
協
会

志
０
５
７
２
―
５
５
―
１
３
６
５

問

問

申
・
問

申
・
問

問

問

問

□とき　９月２８日㈰午前１０時～午後３時（雨天決行）
□ところ　中央公園 ( バロー恵那店から約１５０㍍南 )
□出店数　３０店（先着順）
□料金　１，０００円／区画、１，５００円／２区画（器材は各
自で準備願います）
□申し込み方法　電話か電子メールで申し込む
□締め切り　８月２２日㈮
※軽トラックでの出店もできます。業者の方は遠慮くだ
さい
　　　   ＥＮＡみのじの
みのり祭実行委員会フ
リーマーケット事務局

（えなここ事務所内）志

０８０-３４７５-４３５０、死

info@enakoko.com

みのじのみのり祭り

フリーマーケットの出店者を募集

　いよいよ花火シーズンの到来です。夜空を彩る
華麗な打ち上げ花火や風情を感じる線香花火など
は、夏の風物詩です。
　しかし、花火も取り扱いを誤ると火災になった
り、やけどをしたりと思わぬ事故につながります。
花火で遊ぶときは、次の注意点を守ってください。
《注意点》

・花火に書いてある遊び方のルールは必ず守る。
・花火を人や家に向けたり、燃えやすい物のそば
で遊んだりしない。
・衣服に火が付かないように注意する。
・手持ちの筒もの花火は、筒底を握らず、筒の中
程より少し下を持ち、体から離す。
・風が強いときは、花火遊びをしない。
・水を用意して、必ず後片付けをする。

・花火は大人と一緒に遊び、
夜遅くまで騒がない。
・たくさんの花火に一度に
火を付けない。
・正しい位置に正しい方法
で火を付ける。
・吹き出し、打ち上げなど
の筒もの花火は、火が消えても筒の中をのぞかな
い。
・花火をポケットに入れない。
・絶対に花火をほぐして遊ばない。
・遊び方が分からない花火は、買った店に聞く。
　　恵那消防署志２６-０１１９、岩村消防署志４３-
０１１９、明智消防署志５５-０１１９、上矢作分署志

４７-０１１９

ルールを守って楽しく花火を

◀
中
央
公
園
で
開
催

　
９
月
中
旬
か
ら
２
カ
月
間
、

明
知
鉄
道
沿
線
に
か
か
し
を
設

置
し
、
乗
客
が
車
内
か
ら
見
て

投
票
す
る
「
か
か
し
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
出
展
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

□
受
付
期
間
　
８
月
４
日
㈪
～

９
月
１２
日
㈮

□
応
募
方
法
　
明
知
鉄
道
の
恵

那
駅
や
岩
村
駅
、
明
智
駅
、
市

役
所
や
各
振
興
事
務
所
な
ど
に

備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
❶
住

所
❷
氏
名
（
団
体
名
）
❸
電
話

番
号
❹
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

❺
作
品
の
タ
イ
ト
ル
❻
作
品
の

お
お
よ
そ
の
大
き
さ
（
縦
、横
、

高
さ
）
︱
を
記
入
し
郵
送
か

フ
ァ
ク
ス
で
提
出
す
る

□
設
置
日
　
９
月
８
日
㈪
～
１２

日
㈮

※
出
展
者
が
作
品
を
持
参
し
主

催
者
と
一
緒
に
設
置
し
ま
す

□
賞
　
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀

賞
３
点
、
入
賞
６
点

※
応
募
数
に
よ
り
賞
の
数
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

□
表
彰
式
　
１２
月
中
旬

　
　
　
　
〒
５
０
９
︱
７
７
０

５
明
智
町
４
６
９
︱
４
明
知
鉄

道
㈱
内
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
明

知
鉄
道
沿
線
住
民
委
員
会
志

５
４
︱
４
１
０
１
、
思
５
４
︱

４
３
０
２

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き
　
９
月
２
日
㈫
、
９
日

㈫
、
１８
日
㈭
、
３０
日
㈫
午
前
９

時
半
～
１１
時
半
（
全
４
回
）

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ

ブ
ン

と

８エ
イ
ト

と
８
・
１
を
使
い
、
文
字
入

力
や
マ
ウ
ス
と
キ
ー
ボ
ー
ド
の

使
い
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

見
方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
を
学
び
ま
す
。

□
料
金
　
７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
が
必
要
）

【
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７

セ
ブ
ン

と
８

エ
イ
ト

と
８
・

１
の
違
い
に
つ
い
て
の
講
座
】

□
と
き
　
９
月
４
日
～
２５
日

（
毎
週
木
曜
日
）
午
後
１
時
～

３
時
（
全
４
回
）

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ

ブ
ン

と

８エ
イ
ト

と
８
・
１
の
違
い
に
つ
い
て

よ
く
質
問
の
あ
る
内
容
を
学
び

ま
す
。

□
料
金
　
７
０
０
円

【
共
通
】

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
定
員
　
１８
人
（
先
着
順
）

□
受
付
期
間
　
８
月
９
日
㈯
午

前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日
ま
で

※
初
め
て
の
方
は
２５
日
㈪
ま
で

に
申
し
込
め
ば
優
先
し
ま
す

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ
ベントや各種募集などを市内に周知するため
のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に
関する掲載はできません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　総合政策課
広報広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

明
知
鉄
道
か
か
し
コ
ン

テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集

申
・
問

パ
ソ
コ
ン
８
月
期
講
座

の
受
講
生
を
募
集

▲ずらりと並んだ「かかし」

申
・
問

案
内

健
康
シ
ニ
ア
応
援
塾
の
参

加
者

リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
講
演

会

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の

受
講
者

電
気
は
正
し
く
安
全
に

使
っ
て

「
緑
の
ダ
ム
と
健
康
な
森
づ

く
り
」
講
演
会

申・問

11 102014.8.1 広報えな
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１
歳
に
な
り
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス
と
話
題

輝
く
恵
那
人

NEWS&

TOPICS

人
と
ま
ち

恵
那
の
今
を

お
届
け
し
ま
す

　市立恵那病院が「自治体立優良病院」として表彰され
ました。この表彰は、収支の均衡状況など経営の健全性
と、救急医療の実施状況や保健衛生活動の状況など、地
域医療への貢献度を基準に選考されるものです。本年度
は、全国で7病院が表彰されています。

市立恵那病院が優良病院表彰 7月3日

父 母

父 母

父 母父 母

父 母

お
誕
生
日

お
め
で
と
う
！

　山岡町のイワクラ公園で「山岡ささゆりまつり」が開
かれ、市内外から約100人が参加しました。祭りでは、
市の花のササユリの説明や、公園内でのササユリ鑑賞な
どが行われました。また木工クラフト体験では、子ども
たちが作品作りに夢中になっていました。

　
中
野
方
小
学
校
の
４
年
生
13
人
が
、
中
野
方
ダ
ム
と
中
野
方
浄

水
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
ダ
ム
で
は
、
洪
水
調
節
や
水
道
用
水
の

水
源
な
ど
、
ダ
ム
の
役
割
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
り
、
暗
く

て
ひ
ん
や
り
す
る
ダ
ム
の
中
を
見
学
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
浄

水
場
で
は
、ダ
ム
か
ら
来
た
水
が
飲
め
る
水
に
な
る
工
程
を
勉
強
。

興
味
深
そ
う
に
職
員
の
話
を
聞
い
て
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

ダムの役割と水ができる仕組みを学ぶ

安藤 沙
さ

杏
あ

桜
ら

ちゃん

イワクラ公園でササユリ祭り 6月22日

　三郷町で体験田舎ハウス「三郷あんじゃないの家」が
開所しました。これは、空き家対策の一環として、また
地域の交流拠点として、古民家を改修していたものです。
開所式では、改修に携わったリフォーム講座の受講生が
感想を話し、地元の人と一緒に完成を祝いました。

空き家を体験田舎ハウスに 6月28日

第2次総合計画の策定が始動 6月26日

　東野の宗久寺で「ひがしのほたる祭り」が開催されま
した。東野小の児童は、蛍について学習したことを発表。
児童が作ったゴム印を自由に押して、自分だけのうちわ
を作るコーナーもありました。近くの定蓮寺川では、暗
くなってから、蛍が飛ぶ姿を見ることもできました。

蛍の学習成果を児童が発表 6月28日

　第1回市総合計画審議会が東野コミセンで開催され
ました。これは、平成28年度から始まる第2次総合計
画を策定するためのものです。会議では、委員の委嘱や
同計画策定の諮問などが行われました。今後は、次の
10年とその先を見据えた計画作りが進められます。

均さん 彩乃さん

１
歳
お
め
で
と
う

！！
家
族
み
ん
な
幸

せ
や
よ
！！

加藤 龍
りょう

馬
ま

くん

拓三さん 泉名さん

♡
祝
１
歳
♡
こ
れ

か
ら
も
に
い
に
と

仲
良
く
元
気
に
ネ

♡
ス
キ
だ
よ
♡

長島町

西尾 日
ひ

陽
よ

里
り

ちゃん

大井町

１
歳
お
め
で
と
う

！！
元
気
に
育
っ
て

ね
♡

足立 凱
かい

理
り

くん

大井町

哲也さん 知美さん

１
歳
お
め
で
と
う

☆
す
く
す
く
元
気

に
育
っ
て
ね
♡

伊佐地 頼
らい

人
と

くん
大井町

父 母守さん 代志子さん

１
歳
お
め
で
と
う

！！
生
ま
れ
て
き
て

く
れ
て
あ
り
が
と

う
♡

柘植 大
やま

和
と

くん

大井町

太一さん けい子さん

♡
１
歳
お
め
で
と

う
♡
お
姉
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
す
く
す

く
育
っ
て
ね
！

佐野 結
ゆ

月
づき

ちゃん

明智町

祐生さん 香奈美さん

い
っ
ぱ
い
食
べ

て
、
大
き
く
な
っ

て
ね
。

父 母
安藤 蓮

れん

斗
と

くん
長島町

嘉邦さん 麻衣子さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
毎
日
か
わ
い
い

笑
顔
を
見
せ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う

８月生まれ

7月3日

大井町

父 母陽平さん 梢子さん

　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

2014.8.113 広報えな 12

募集中

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）総合政策課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

　９月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集
します。写真（なるべく１人で胸から上で顔全体が写っ
ているもの）の裏に❶住所❷氏名（ふりがな）❸生年月
日❹性別❺電話番号❻両親の氏名❼２８字以内のコメ
ント❽ケーブルテレビ放映の可否－を添えて、８月１５
日㈮までに申し込んでください。
　申し込み多数の場合は先着順で掲載します。

もうすぐ１歳

平成２５年９月生まれ
のお子さんを募集

顔全体を
写してね！
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　「
幼
い
こ
ろ
に
見
た
山
野
草
の
花
を
再

び
よ
み
が
え
ら
せ
、
自
作
の
陶
人
形
と
共

演
さ
せ
た
世
界
を
つ
く
り
た
い
」
と
夢
を

語
る
の
は
、
大
井
町
の
市
原
邦
子
さ
ん
。

自
宅
の
敷
地
内
に
あ
る
森
を
自
分
流
に
手

入
れ
し
、
趣
味
で
作
っ
た
陶
器
の
人
形
数

百
体
を
飾
る
こ
と
で
、
独
自
の
世
界
観
あ

ふ
れ
る
庭
を
造
っ
て
い
る
。

　
市
原
さ
ん
の
庭
に
は
、
カ
タ
ク
リ
や
サ

サ
ユ
リ
な
ど
数
十
種
類
の
山
野
草
が
生
息

し
て
お
り
、
春
に
は
、
色
と
り
ど
り
に
咲

く
花
々
を
楽
し
め
る
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

陶
器
で
作
っ
た
人
形
が
並
べ
ら
れ
、
お
と

ぎ
話
の
世
界
に
迷
い
込
ん
だ
よ
う
な
雰
囲

気
だ
。
し
か
し
、
１０
年
ほ
ど
前
は
ジ
ャ
ン

グ
ル
の
よ
う
に
荒
れ
果
て
、
足
を
踏
み
入

れ
る
こ
と
す
ら
難
し
い
場
所
だ
っ
た
と
い

う
。

　
市
原
さ
ん
は
中
学
生
の
時
に
両
親
の
仕

事
の
都
合
で
県
外
へ
転
居
。
家
族
の
介
護

を
理
由
に
４０
年
ぶ
り
に
故
郷
へ
帰
っ
て
き

た
が
、
そ
こ
で
目
に
し
た
の
は
シ
ダ
だ
け

が
生
い
茂
る
う
っ
そ
う
と
し
た
暗
い
森
。

幼
い
こ
ろ
一
面
に
咲
い
て
い
た
カ
タ
ク
リ

の
花
は
咲
か
な
く
な
っ
て
い
た
。
残
念
に

思
っ
た
市
原
さ
ん
は
、
も
う
一
度
花
を
自

分
の
目
で
見
た
い
と
い
う
一
心
で
、
森
を

手
入
れ
し
直
す
こ
と
を
決
め
た
。
力
を
貸

し
て
く
れ
た
周
り
の
人
た
ち
と
一
緒
に
、

た
く
さ
ん
の
木
を
切
り
倒
し
、道
を
造
り
、

冬
に
は
落
ち
葉
を
か
き
集
め
、
暗
か
っ
た

森
に
十
分
な
日
光
が
当
た
る
よ
う
環
境
を

整
え
た
。
努
力
の
か
い
あ
っ
て
、
植
物
は

息
を
吹
き
返
し
た
か
の
よ
う
に
生
き
生
き

し
始
め
、
か
つ
て
の
よ
う
に
美
し
く
咲
く

花
が
見
ら
れ
る
庭
へ
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

い
つ
し
か
庭
造
り
は
日
課
と
生
き
が
い
に

な
り
、
着
手
か
ら
１０
年
た
っ
た
現
在
も
毎

日
森
を
一
周
し
、手
入
れ
を
続
け
て
い
る
。

　
森
を
一
層
に
ぎ
や
か
に
し
て
い
る
の
が

市
原
さ
ん
自
作
の
陶
器
の
人
形
だ
。
昨
年

の
市
美
術
展
で
市
長
賞
を
受
賞
し
た
次す

き

米ま
い

の
人
形
６０
体
は
、
ピ
エ
ロ
楽
隊
の
前
で
音

楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
人
々
と
い
う
設
定
で

花
と
一
緒
に
森
を
彩
っ
て
い
る
。

　「
や
っ
と
よ
み
が
え
っ
た
花
が
未
来
も

ず
っ
と
咲
き
続
け
、
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
な
」と
笑
っ
た
。 ▲次米の人形（奥）とピエロの楽隊（手前）

花咲く故郷をもう一度
山野草が咲く花景色の再生に尽力

市
い ち

原
は ら

 邦
く に

子
こ

 さん　70 歳

大井町長丘

恵那で輝いている旬な人を紹介します

□プロフィール

小学校教諭を退職後、独学で陶芸を始める。
陶芸と並行して、自宅の庭を手入れし、こと
しの 4月には期間限定で一般にも公開した。

2014.8.1 広報えな
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災害時には社協と相互支援

　「災害時における市と市社会福祉協議会の相互支援に
関する協定書」の調印式が市役所で行われました。これ
は、大規模な災害が発生した場合に両者が相互に協力す
る協定です。いざというときには、必要な場所へ適切な
人材を派遣し迅速に地域の再生が図られます。

「ナーダム」でモンゴル人と交流

　上矢作町のモンゴル村で「モンゴルナーダム in 
K

か

AM
み

IY
や

AH
は

AG
ぎ

I」が開催されました。ナーダムとは、
モンゴル国で行われる国民行事「民族の祭典」のこと。
この日は、オユンナ村長のコンサートが行われた他、福
寿太鼓の演奏などで、モンゴル人と交流しました。

中学生が福寿苑を訪問

　上矢作中学校の 2、3 年生 27 人が町内にある特別養
護老人ホーム福寿苑を訪問し、高齢者らと交流しました。
生徒らは「ふるさと」などの合唱を披露。高齢者も一緒
になって歌いました。また福寿苑まつりで使う花飾りを、
生徒と高齢者が一緒に作って、交流を深めました。

願いを天に届けた七夕会

　武並保育園で七夕会が行われました。園児らは、園児
らの願いが書かれた短冊が飾ってある七夕飾りに向かっ
て「たなばたさま」を大きな声で合唱。また暗い中、蛍
光色の絵人形が色鮮やかに浮かび上がる「ブラックシア
ター」で上演された、七夕の話に聞き入っていました。

大人も子どもも泥まみれ

　山岡町の田んぼで「どろんこワールドカップ in 山岡」
が開催されました。この大会は、都会にはない、のどか
な山岡町の里山風景の中で田んぼのぬくもりを感じなが
らサッカーを楽しむ行事です。この日は、6 チーム 36
人の選手が泥まみれになってサッカーを楽しみました。

子どもが科学の不思議を体験

　恵那文化センターで「こどもフェスタ 2014」が開催
され、約1,500人の親子らでにぎわいました。会場には、
科学の不思議などが体験できる約30のコーナーを設置。
子どもたちは、スライム作りや宙に浮く風船輪くぐり体
験、写し絵下敷き作りなどに夢中になりました。

7月4日7月7日

7月12日7月13日

7月20日 7月16日
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皆さんの
大好きな風景を
気軽に応募くだ
さい！

『広報えな』は環境に優しい再生
紙を使用しています。またインキ
は石油系ではなく、
地球に優しい植物
油を使用したもの
で印刷しています。

▲市メール配信サービス
　（登録用ＱＲコード）
　

音声告知放送の文字版ページ

▲

　（閲覧用ＱＲコード）

▲市ウェブサイト
  （閲覧用ＱＲコード）
あなたの知りたい情
報を分かりやすく提
供しています。

【File No.　　 富田の農村景観 とみだののうそんけいかん】

　この農村景観の特徴は、東から西に少し傾斜した穏やかな
岩村盆地の中に、瓦と白壁の昔ながらの農家や土蔵が点在す
る農村景観が展開すること。周りには、盆地を形成する緑の
低い丘や遠く三河や尾張と境を接する山々が二重、三重に連
なって、この景観を一層引き立てている。高台に登ると、眼
下に総面積約１５０㌶の田園が広がり、岩村町の約半分を見

展望台から見た夏の農村景観

ることができる。
　平成元年、全国の環境問題を専門に研究している京都教育
大学の木村教授から「農村景観日本一」の称号をいただいた
ことで、報道機関が一斉に報道して、一躍脚光を浴びた。また、
この景観は、平成１０年に「第７回日本のむら景観コンテスト」
の集落部門で、農林水産大臣賞（最高賞）を受賞している。

　富田地区には、築１２０年を超えるかやぶき屋根の古民家を再生させた民宿「茅
かや

の宿とみ
だ」がある。宿泊の他、食事や農業体験もできるこの施設で、ゆったりと過ごしてみては
どうだろうか。

たいれいロードパークは、中央
にある大きな池を中心に、周囲
の里山には遊歩道や季節の花が
配置されており、人々の心を癒
やします。

たいれいロードパーク

　　　　　　写真か画像データと❶住所❷氏名（ふりがな）❸電話番号
❹題名❺写真の場所（町名）❻お薦めの理由（７０字以内）―を記入した
用紙を持参するか郵送、電子メールで総合政策課広報広聴係へ提出する。

武並町　大
おお

野
の

 哲
てつ

夫
お

さん

次号は

８月１５日号

発行日は

８月１５日㈮です

広報えな No.２２５
２０１４年（平成２６年）

８月１日発行

『広報えな』８月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約９．２円（税込み）です。

（撮影地：武並町竹折）

□応募方法

伝えたい、守りたい、まちの宝物
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